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要旨　本稿は，アジア太平洋戦争末期の登戸研究所における研究・開発状況を踏まえたうえで，その研
究に協力した科学者・技術者と彼らが担当した研究テーマについて，新しい資料を用いて敗戦時の実態
を解明した。また，敗戦直前の登戸研究所では「本土決戦」準備に没頭する参謀本部の期待に応える研
究は行われていなかったことを明らかにした。
　次に，登戸研究所の研究に協力した科学者・技術者のうち，風船爆弾の開発に関わった藤原咲平を事
例として，彼の「大東亜戦争」観と戦争遂行への協力の実態を検討したうえで，彼がこの戦争において
科学技術や科学者が果たすべき役割をどのように認識していたのかを考察した。また，敗戦を経た彼の
認識の変化とその背景についても分析した。本稿が取り上げた藤原の言動から，さしあたっては，偏狭
で自国中心的な「愛国心」に駆られ，政府に盲従したことが，戦争に協力していく一因となっていたこ
とを指摘することができる。
キーワード：軍による科学動員，科学者や技術者の戦争協力，戦争と科学，風船爆弾，藤原咲平
はじめに
第九陸軍技術研究所（以下，登戸研究所という）については，すでに様々な著作や研究成果
が発表され，実態解明が進められているが，資料的な制約が大きいこともあって，検討すべき
課題はいまだ多く残されている状況にある。
登戸研究所における各種の研究・開発に協力した科学者・技術者の全体像を解明することや，
彼らが如何なる研究成果を軍に提供していたのか，そしてそれが軍においてどのように活用さ
れていたのかを具体的に明らかにしていくこともそのうちのひとつであろう。また，科学者・
技術者がアジア太平洋戦争をどのように捉えていたのか，そして，彼らがこの戦争に協力する
にいたった理由や背景を分析するとともに，自らの戦争協力の問題をどのように認識していた
のかを考察することも，〈戦争と科学〉の問題や科学者の戦争責任を考えるうえで重要な課題
である。
このような問題意識を踏まえ，本稿では，前半においては，アジア太平洋戦争末期の登戸研
究所における研究状況を踏まえたうえで，そこに協力した科学者・技術者と彼らが担当した研
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究テーマについて，新しい資料を用いて実態を解明することにしたい。次に，後半においては，
登戸研究所の研究に協力した科学者・技術者のうち，中央気象台長を務め，風船爆弾の開発に
関わった藤原咲平（理学博士）を事例として，彼の「大東亜戦争」観と戦争遂行への協力の実
態を検討したうえで，この戦争において科学者が果たすべき役割をどのように認識していたの
かを考察する。さらに，敗戦を経た彼の認識の変化とその背景についても併せて分析すること
にしたい。以上の検討は，登戸研究所の実態解明を進めるうえで必要となる基礎的作業である
と考えている。
以下，資料の掲載にあたっては，読みやすさを考え，旧漢字は新漢字に改め，句読点やルビ
を追加し，改行位置を変更している。また，〔　　〕は筆者による補足を示す。傍点は原文の
通りである。
１．日本敗戦時における登戸研究所の研究状況
まず，日本敗戦時における登戸研究所の研究状況についてみてみよう。このことについて，
陸軍兵器行政本部は，1945 年 8 月 31 日に表 1 のように示している（1）。
表１　日本敗戦時における登戸研究所の研究状況
研究項目 研究ノ現況
強力超短波ノ基礎研究 超短波ノ強力発振集勢及之ガ効果ニ関シ基礎的ニ研究シ之ガ性能ノ向上ニ努メツツアリ
簡易通信器材ノ研究 制式通信機ノ整備隘路ヲ補フ為「ラヂオ」部品等ヲ以テ製造容易ナル通信器材ニ関シ研究シ且一部製造シツゝアリ
爆破焼夷資材ノ研究 挺進部隊用ノ小型爆発缶，袋入爆薬及焼夷筒，成型焼夷剤ニ関シ研究シ且一部製造シツツアリ
挺進部隊用行動資材ノ研究
挺進部隊ノ行動資材トシテ登攀，渡渉，夜光標示板，防水夜光時計，耐水「マツチ」
ヲ研究シ，尚補力資材トシテ携行口糧，精力剤及食料自活方法ニ関シ研究シ且一部製
造シツゝアリ
写真資材ノ研究 簡易望遠写真撮影方法，複写装置，野戦写真処理用具ニ関シ研究シツゝアリ
憲兵資材ノ研究 憲兵科学装備用指紋採取用具，現場検証器材，理化学鑑識器材ニ関シ研究シ且製造シツツアリ
宣伝資材ノ研究 伝単撒布方法，携行放声装置，放声宣伝車ニ関シ研究シ且一部製造シツゝアリ
ここからは，敗戦時の登戸研究所では，「本土決戦」において，来攻する連合軍に打撃を与
え得る新兵器や秘密兵器は実用化されておらず，従来の秘密戦研究に加え，「挺進部隊用」の
資材についての研究・開発が進められていたことがわかる。生物化学兵器や毒物の研究など，
記載されていない研究テーマもあるが，表 1 は，日本敗戦時の登戸研究所における研究の概要
を把握するうえで手がかりとなる記述である。
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参謀総長・梅津美治郎大将は，1945 年 4 月 8 日の「大陸指第二千四百三十八号」において「決
号作戦準備要綱」を示し，「本土決戦」準備を推進した。このような状況のなかで，陸軍中央
は新兵器の実現に一縷の希望を抱いていたようである。例えば，大陸第一課「戦法上ヨリ見タ
ル屈敵兵器ノ考案」（1945 年 6 月 17 日）（2）では，「国土決戦ノ為ノ屈敵兵器ノ考案上ノ要件」と
して，重量が重いために外征作戦には使用できないが本土では使用できるもの，内地では豊富
な電源を利用するもの，「高級技術員ノ現場指導」が可能なもの，「唯物思想ヲ基本トスル米軍
指揮官」に対する心理的震駭や「精神恐怖ノ激発」をもたらすもの，資材簡易・量産可能なも
のの 4 点を挙げたうえで，具体的な「屈敵兵器」として，上陸してきた連合軍に対する①「殺
人光線ニ依ル大量殺戮」，②「電気砲ニ依ル橋頭堡覆滅」，③「超大口径噴進弾ニ依ル橋頭堡覆
滅」，④「電気鉄条網，発射電流鉄条網ニ依ル区分撃滅又ハ『ラワ〔包囲殲滅戦〕』」，⑤「精神
破壊（恐怖病激発）兵器」を示している。これらのなかには，かつて陸軍科学研究所が研究・
開発に取り組んだ「特殊兵器研究」に該当するものも含まれており，①は「く」号装置，②は
「と」号装置，③は「ろ」号装置，④は「か」号装置にあたる（3）。
ここには，登戸研究所が研究していた兵器も含まれているが，陸軍中央は敗戦直前の段階に
おいて登戸研究所の研究・開発状況をどのようにみていたのであろうか。沖縄戦が最後の段階
を迎えつつあるなか，1945 年 6 月 15 日に登戸研究所を視察した参謀次長・河辺虎四郎中将は
日誌に次のように記している。
午後登戸研究所ニ新（？）兵器，秘密兵器等ヲ見学ス，（杉山元帥〔第 1 総軍司令官〕，参
謀総長〔梅津美治郎大将〕，陸軍次官〔柴山兼四郎中将〕，教育総監部本部長〔原守中将〕
其ノ他多数ト共ニ），相変ラズ原始的ナル武器（？）モ並ベテ供覧ス，寡
すくな
カラズ失望ス
有末，宮崎両部長ト特種研究ヲ視察シ，夕食ヲ同所ニ於テ馳走セラル（4）
河辺参謀次長が登戸研究所の研究成果に「失望」した理由は，「原始的ナル武器（？）」，す
なわち，表 1 の研究状況を示す品々が並べられていたに過ぎず，「本土決戦」に貢献し得る強
力な新兵器や秘密兵器が実用化されていなかったからであろう。また，河辺参謀次長が，参謀
本部第 2 部長（情報部長）・有末精三中将と同第 1 部長（作戦部長）・宮崎周一中将とともに視
察した「特種研究」が具体的に何であったのかは詳らかではないが，それに対する期待が見ら
れないことから，「本土決戦」において活用が期待できる兵器ではなかったと考えるのが自然
なように思われる。なお，この日の宮崎周一中将の日誌には，登戸研究所に関する記載が一切
ないことも見逃せない（5）。その理由は登戸研究所の研究内容がまったく印象に残らなかったか
らであろう。このように，敗戦直前の登戸研究所は，「本土決戦」準備に没頭する参謀本部の
期待に応える研究は行われていなかったのである。
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以上のような実態は，日本敗戦時の登戸研究所における科学動員からも確認することができ
る。次にこの点について検討してみたい。
２．日本敗戦時における登戸研究所による科学動員の実態
アジア太平洋戦争末期における陸軍技術研究所などによる部外科学者・技術者への研究嘱託
については，陸軍兵器行政本部技術部・陸軍技術研究所「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日調）
によって網羅的に知ることができる。これは，陸軍兵器行政本部技術部や第一～第十陸軍技術
研究所の「主務嘱託」・「兼務嘱託」となった科学者や技術者の氏名・肩書・研究事項・嘱託任
命年月日・手当などをまとめた名簿を合冊したものである。
筆者は 1996 年に「研究嘱託名簿」の存在を防衛庁防衛研究所図書館（現，防衛省防衛研究
所戦史研究センター史料室）で確認し，うち，第六陸軍技術研究所と登戸研究所の「研究嘱託
名簿」を1997年に刊行した資料集に収録した（6）。その後，「研究嘱託名簿」の全文は2002年になっ
て三宅宏司氏によって紹介されたほか（7），2001 年に刊行された伴繁雄氏の著作にも登戸研究
所の「研究嘱託名簿」が掲載されている（8）。だが，登戸研究所の「研究嘱託名簿」では，研究
項目が「登一号」・「鑑四号」などと秘匿されており，具体的な研究内容が明らかにされていな
いという課題があった（表 2 参照）。
その後，筆者が資料発掘を進めたところ，各陸軍技術研究所による嘱託研究については，「研
究嘱託名簿」に記された状態のままで敗戦を迎えたわけではなく，また，委託研究においても
科学者・技術者が協力していたことが明らかになった。そのことを示す新たな資料が，陸軍兵
器行政本部「昭和二十年度 部外研究事項調」（以下，「部外研究事項調」という）である（9）。
「部外研究事項調」は，「戦時研究項目」（1945 年 9 月 3 日）・「嘱託研究事項調」（日付なし）・
「委託研究事項調書」（日付なし）の 3 点から構成され，それぞれ陸軍技術研究所ごとに研究項
目・嘱託機関・科学者や技術者の氏名などを表形式で列挙している（ただし，電波兵器の研究・
開発を担当した多摩陸軍技術研究所に関する記載はない。これについては別に資料が作成され
ていたと思われる）。「部外研究事項調」の表紙には日付がないが，「戦時研究項目」の日付が
1945 年 9 月 3 日となっていることから，この資料は日本敗戦時もしくはその直後に作成され
たものであることがわかる。つまり「部外研究事項調」は，日本敗戦時における陸軍技術研究
所による部外研究（戦時研究，嘱託研究，委託研究）の実態を示す資料である。
ここで，用語について少し説明を加えておきたい。まず，「戦時研究」とは，東條英機内閣
による 1943 年 10 月 1 日の閣議決定「科学技術動員総合方策ニ関スル件」と，同月 14 日の臨
時戦時研究員設置制（勅令 777 号）および研究動員会議官制（勅令 778 号）にもとづき，内閣
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表２　登戸研究所「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日）
主務嘱託
研究事項 嘱託任命年月日 手当
扱又ハ本官
官　　　等
本官本職又ハ本来ノ職業
( 勤務先 ) 学位氏名 兼務部隊
登四号 昭11.１.21 月 80 円 奏扱 京大工学部教授 工博 林　重憲
登三号 昭13.４.１ 無給 〃 内閣印刷局技師 工博 矢野道也
登三号 昭13.４.１ 無給 〃 内閣印刷局技師 松本純三
登三号 昭14.４.１ 月 80 円 〃 東大医学部教授 薬博 菅澤重彦
登三号 昭14.４.17 月 70 円 〃 名大医学部教授 医博 勝沼六郎
登一号 昭14.７.20 月 80 円 〃 北大工学部教授 工博 浅見義弘
登四号 昭15.４.30 月 90 円 〃 東北大工学部教授 工博 宇田新太郎 五研
登三号 昭15.３.14 月 80 円 〃 東大理学部教授 理博 漆原義之
登一号 昭15.３.31 月 80 円 〃 北大医学部教授 医博 蓑島　高
登三号 昭15.５.６ 月 90 円 〃 農林省獣疫調査所技師 川島秀雄
登四号 昭15.８.１ 月 80 円 〃 東工大染料化学科教授 理博 上野繁蔵 八研
固体燃料機
関ノ研究 昭15.８.14 月 90 円 〃 京大工学部教授 工博 長尾不二夫 三研
登四号 昭15. 11.11 月 60 円 〃 阪大理学部講師 植月　晧
登一号 昭16.７.31 月 90 円 〃 都立高工校教授 鈴木桃太郎
登三号 昭16. 11.11 月 80 円 〃 東大農学部講師 藍野祐久
登二号 昭17.１.31 月 80 円 〃 藤原工大応用化学科教授 堀　義路
登四号 昭17.８.31 月 80 円 〃 東京慈恵会医科大学教授 医博 浦本政三郎
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 北大医学部教授 理博 内田　亨
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 京大医学部教授 薬博 高木誠司
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 京大医学部助教授 薬博 上田武雄
登二号 昭18.６.15 月 80 円 〃 東北大助教授 理博 神田英蔵 八研
登一号 昭18.７.24 無給 〃 川西機械製作所技師 林　清
登二号 昭18.７.24 無給 〃 服部時計店技師長 河田源三
登三号 昭18.７.24 月 80 円 〃 東大農学部名誉教授 理博 草野俊助
登四号 昭18.７.24 月 80 円 〃 東医専教授 医博 原　三郎
登三号 昭18.８.２ 月 80 円 〃 東大農学部教授 理博 鏑木外岐雄
登三号 昭18.８.２ 月 70 円 〃 東大工学部教授 工博 山本祐徳 八研
登四号 昭18.８.２ 月 80 円 〃 東工大教授 理博 植村　琢
登一号 昭18.８.２ 月 60 円 〃 北大医学部教授 医博 安保　壽
登四号 昭18.８.14 月 80 円 〃 理研技師 農博 中宮次郎
登二号 昭18.９.30 月 80 円 〃 航研技師 豊田堅三郎
登三号 昭18. 11.27 月 120 円 〃 彫刻師 酒井敏一
登四号 昭18. 12.７ 無給 〃 芝浦電気参事 田中正道 二研
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登三号 昭18. 12.７ 年 500 円 〃 農林省獣疫調査所技師 農博 中村哲哉
登三号 昭18. 12.15 無給 〃 凸版印刷株式会社技師 中田幾久治
登三号 昭19.１.17 年 500 円 〃 東大農学部教授 農博 田中丑雄 六研
登三号 昭19.２.１ 月 80 円 〃 東大農学部農芸化学科副手，理研副研究員 池田　博
登一号 昭19.１.17 月 80 円 〃 東工大助教授 工博 斎藤幸男
登三号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 朝鮮総督府家畜衛生研究所長 伊佐山伊三郎
登三号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 朝鮮総督府家畜衛生研究所技師 農博 中村稕治
鑑四号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 東北大教授科学計測研究所長 大久保準三
登三号 昭19.６.１ 月 40 円 〃 株式会社大信社取締役養蜂社養蜂学講師 青木豊蔵
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 中央気象台技師 荒川秀俊
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 東大工学部教授航空研究所所員 佐々木達治郎
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 中央気象台技師 渕秀　隆
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 小樽経済専門学校講師 西田彰三
登二号 昭19.５.１ 無給 〃 東京都衛生技師 大倉東一
登二号 昭19.５.１ 無給 〃 横河電気製作所技師 多田　潔
登一号 昭19.８.１ 月 80 円 〃 東北大医学部助教授 医博 松岡　茂
登三号 昭19. 11.１ 月 50 円 〃 朝鮮総督府技師 田中　元
登三号 昭19. 11.１ 月 80 円 〃 北大理学部教授 理博 杉野目晴貞
登一号 昭19. 12.１ 無給 〃 日本精密機械電気株式会社技術部長 工博 門倉則之
業務嘱託
研究事項 兼務発令年月日 氏名 主務部隊
登三号 . 永井雄三郎 四研
固体燃料機関ノ研究 昭 19. ２. １ 鳥養利三郎 七研
登二号 昭 19. ２. １ 八木秀次 行政本部
固体燃料機関ノ研究 昭 19. ２. １ 澤井郁太郎 二研
登四号 昭 19. ２. １ 前田憲一 五研
登三号 昭 19. ２. １ 尾形輝太郎 七研
登三号 昭 19. ４.21 富永　齊 八研
登二号 昭 19. ７.12 大槻虎男 二研
登二号 昭 19. ７.12 千谷利三 六研
登二号 昭 19. ７.12 藤原咲平 六研
登二号 昭 19. ７.12 真島正市 七研
登二号 昭 19. ７.12 森田　清 五研
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総理大臣が会長を務める研究動員会議が決定した重要研究課題を遂行する戦時研究員制度に関
わるものである。だが，「部外研究事項調」においては，登戸研究所については「戦時研究」
に関する記載はない。
一方，「嘱託研究」と「委託研究」は陸軍兵器行政本部が設定したものである。前者は「部外
科学者ヲ嘱託トシテ部隊ノ実施スル研究ニ参与セシムルヲ謂フ」ものであり，後者は「部外科
学者又ハ研究機関ニ於テ部隊ノ自ラ実施スル研究ト別個ニ研究ヲ実施セシムルヲ謂フ」もので
ある（10）。なお，「嘱託，委託研究ニ関スル一切ノ事項及図書物件ハ軍機保護法ニ依リ軍事上ノ秘
密トシテ取扱フ」（ただし，部隊長の認可を受けた場合はこの限りではない）とされた（11）。これは，
科学者や技術者を動員した軍の研究には，高度の機密性が付随することを示す事例であろう。
以下，アジア太平洋戦争末期の登戸研究所における科学者・技術者を動員した研究状況につ
いて検討してみよう。まず，表 2 に示した登戸研究所「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日）に
記されている嘱託研究者（科学者・技術者）の人数と，「部外研究事項調」（敗戦時）に記され
た登戸研究所の「嘱託研究」・「委託研究」を担当した科学者・技術者の人数を比較したものが
表３だが，1945 年中に嘱託研究者が大幅に減少していることがわかる。これは，1945 年 1 月
から敗戦までの間に，登戸研究所が嘱託研究の〈選択と集中〉や，再構成をおこなったことを
示している。一方，委託研究については日本敗戦時以前の状況を示す資料が発見されていない
ため，現段階では増減や変更の有無などを比較することができなかった。
次に，「部外研究事項調」の「嘱託研究事項調」に記された登戸研究所に関する嘱託研究は
表 4 のとおりである。ここで，嘱託機関欄にある略称について，一般的ではないケースについ
て正式名称を示しておくと，「電波物理」は文部省電波物理研究所，「川西」は川西機械製作所，
「航研」は東京帝国大学航空研究所，「横河電気」は横河電機製作所である。また，「国際通信」
は国際電気通信株式会社と思われる。
この記載から，日本敗戦時における登戸研究所の嘱託研究では，超短波基礎研究や 1945 年
4 月に作戦を中止した風船爆弾以外には，新兵器の研究・開発に該当する研究項目はなく，表
1 に示した敗戦時の研究内容に収まるものばかりであったことがわかる。これらのうち，「携
帯口糧」とは「挺進部隊」＝遊撃戦やスパイ戦に従事する特殊要員用であろうが，このような
ものまで登戸研究所が研究・開発していたのである。また，「化学合成『ホルモン』」とは，表
1 にある「精力剤」に関連するものだろうか。
登戸研究所における超短波基礎研究や風船爆弾の研究に協力した科学者・技術者の全貌が具
体的に記された原資料の発見は，これが初めてではないかと思われる。風船爆弾の研究・開発
における科学動員については，草場季喜元少将（元登戸研究所第 1 科長）が「部外からも，中
央気象台，各大学などの協力を仰ぐこととなり，八木秀次博士，藤原咲平博士，真島正市博士，
佐々木達次郎博士などを顧問として指導を仰いだ」（12）と記しているが，この資料によって詳し
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い実態が明らかになった。
次に，「部外研究事項調」の「委託研究事項調書」に記された登戸研究所の委託研究は，表
5 に示したように研究所や民間企業に対するものであった。
「携帯口糧」は，先ほどと同様に，遊撃戦やスパイ戦に従事する特殊要員用として研究して
表３　「研究嘱託名簿」と「部外研究事項調」に記された登戸研究所の嘱託研究などに携わった科学者・技術者の人数
「研究嘱託名簿」 「部外研究事項調」
主務嘱託 兼務嘱託 計 嘱託研究 委託研究 計
52 12 64 17 　０＊ 17
　＊このほかに，研究所などに対する委託研究（個人名の明記なし）が４件ある。
表４　「嘱託研究事項調」に示された登戸研究所の嘱託研究
研究項目 嘱託機関 人名
化学合成「ホルモン」 東京帝大 漆原　義之
携帯口糧（自活ニ関スルモノ） 理化学研究所 中宮　次郎
電波伝播 電波物理 前田　憲一
超短波基礎研究
全般指導 工博 八木　秀次
仝 〔東京〕工業大学 森田　清
遮蔽効果 北海道帝大 浅見　義弘
真空管 川西 林　　清
仝 国際通信 森本　清吾
輻射系 東北帝大 宇田新太郎
化学効果 東京府立高等〔工業学校〕 鈴木桃太郎
特殊気球ノ研究（終了）
全般指導 工博 八木　秀次
仝 〔中央〕気象台 藤原　咲平
仝 航研 佐々木達次郎
仝 東京帝大 真島　正市
時計 精工社 河田　源蔵
水素 北海道帝大 岡本　剛
精密器具 横河電気 多田　清
表５　 「委託研究事項調書」に示された登戸研究所の委託研究
研究項目 委託機関
天然物抽出ニ関スル研究（臓器製剤） 青山科学研究所
乾燥魚糧 南興水産研究所
　〃 千葉県水産試験場
携帯口糧（簡易甘味剤ノ製造） 森永製菓知床工場
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いたのであろう。また，「乾燥魚糧」も食用であると思われる。そして，「天然物抽出ニ関スル
研究（臓器製剤）」は表 1 にある「精力剤」に関連するものであろうか。
このように，日本敗戦時における登戸研究所の委託研究でも，「本土決戦」において威力を
発揮することが期待された新兵器の研究・開発に該当する研究項目はなかったことがわかる。
３．科学者の戦争協力と敗戦を経た認識の変化―藤原咲平の場合
次に，登戸研究所の研究に協力した科学者・技術者のうち，藤原咲平を事例として，彼の「大
東亜戦争」観と戦争遂行への協力の実態を検討したうえで，彼がこの戦争において科学者が果
たすべき役割をどのように認識していたのかを考察する。さらに，敗戦を経た彼の認識の変化
とその背景についても併せて分析することにしたい。なお，藤原をとりあげた著作では，これ
らの点については言及が少ない状況にある（13）。
最初に，藤原の略歴を確認しておこう。「お天気博士」とも呼ばれた藤原は，1884 年に長野
県上諏訪町に生まれ，1906 年に東京帝国大学理論物理学科に入学し，1909 年に大学院へ進学
するも，1911 年に中退して中央気象台の技手となり（28 歳），1915 年に「音の異常伝播の研究」
によって理学博士の学位を授与され（32 歳），1918 年には中央気象台の技師となった（35 歳）。
また，1920 年末から 1922 年までは英国に留学している。そして，1934 年に「満洲国」建国功
労賞を受け（51 歳），1937 年に帝国学士院会員（54 歳），1939 年に学術研究会議会員となり（56
歳），1941 年 7 月（58 歳）から 1947 年３月（64 歳）まで中央気象台長を務めた。
この間，藤原は，1941 年 11 月 30 日に陸軍技術本部第六研究所（化学兵器の研究・開発機
関。後に第六陸軍技術研究所となる）の嘱託となって「瓦斯ニ関スル特殊気象ノ研究」を担当
している（14）。そして，すでにみたように，1944 年 7 月 12 日には登戸研究所の業務嘱託となり，
「登二号」の研究を行なった（表 2 参照）。また，登戸研究所における「特殊気球ノ研究」＝風
船爆弾の研究・開発においては「全般指導」にあたった（表４参照）。さらに，藤原は，1942
年 11 月に荒川秀俊技師の提案に従って大本営に風船爆弾の利用を申し出たとの指摘がある（15）。
なお，1944 年 1 月 21 日には，宮中での講書始の儀において，昭和天皇に「戦争と気象」を進
講している。
藤原は，1947 年に中央気象台を退職した後，参議院議員に立候補したが，その直後に公職
追放の指定を受けた。以後，体調不良が続き，1950 年 9 月 22 日に死去した（67 歳）。郷友に，
永田鉄山陸軍中将（1884 年～ 1935 年。陸軍省軍務局長・永田少将は，1935 年に皇道派の相沢
三郎中佐に斬殺された後，中将へ昇進）（16）や，岩波書店の創業者・岩波茂雄（1881 年～ 1946 年）
がいるのも特徴的である。
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ところで，藤原の子息は，1963 年に開催された座談会において，「〔藤原咲平の公職〕追放
は退職した直後でした。該当事項はＢ項〔職業軍人〕で，大本営陸海軍に参与したということ
ですが，参謀本部で仕事したこと，また，風船爆弾の件，そしてハワイ爆撃のときの天気予報
発表等々が関係して犠牲になったのでしょう」（17）と述べていることから，藤原は風船爆弾の研
究・開発に協力していたことを家族に話していた可能性があると思われる。ただし，これまで
筆者（松野）が調べた限りでは，藤原本人が風船爆弾や登戸研究所との関係に言及した事例は
確認されていない。
次に，藤原の「大東亜戦争」観をみてみよう。1941 年 12 月 8 日の対米英蘭開戦に際し，藤原は，
気象官署長・観測所長・出張所長・朝鮮総督府気象台長・台湾総督府気象台長・関東庁気象台長・
樺太庁気象台長・南洋庁気象台長宛に「本日米英両国に対し宣戦を布告あらせられたるに付き
全気象官署は予て準備せる所に従い戦時態
ママ
制に入れり，貴職は部下を督励して観測通報の万全
を期し，以て必勝皇軍の大業に寄与せられるへし」と訓示したという（18）。そして，日本軍の南
方作戦が順調に進展して南方要域の占領に成功したことを受けて，藤原は，中央気象台におい
て「大東亜戦争戦捷第一次祝賀会」が開催された際に，次のような「祝咏」を披露している（19）。
大君はよみし給へり皇軍は勝ちに勝ちたり今日し愉
たの
しも
鉄
くろがね
のシンガポールを踏み摧
くだ
く日本男子の怒を見ずや
ＡＢＣＤと連なる島山の雲靡
なび
き伏す日の御旗風
昇す日に今あけ初むる大東亜光至らぬ隈はあらせじ
海に山にかへり見はせぬますらをは生くるも死ぬも神とあがめん
また，藤原は，1942 年 6 月 1 日に初めての気象記念日を迎えた際の式辞において，「今や大
東亜戦争勃発いたしまして，国を挙げて戦争の完遂に邁進するに際会いたしまして，我々気象
事業の従事者と致しましては，固よりこの歴史的の大転換期に於ての覚悟を固める必要を痛感
するのであります」，「今や帝国は聖戦最後の勝利を確信いたしまして，旺盛なる建設戦を敢行
しつつあるのであります。すなはち肇
ちょう
国
こく
の精神の下に，東亜諸民族を率ゐて，共栄の実を挙げ
なければいけません。而してこれらのことは総て科学的，技術的の知識の上に打建てていかな
ければならないのであります。実にこの建設の大事業は，日本精神と日本科学といふものが一
体となつて，初めて可能になるのであります。この日本精神に立脚した科学的の大建設戦に対
するところへの，気象業務の重要性と申しまするものは，今更申述べるまでもありませんので，
これは絶対不可欠のことであります。……斯る情勢におきまして，大いに心身を引締めてこの
大使命を成就しなければならないのであります」などと述べ，次のように号令している（20）。
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今次皇軍の大勝利は，既に一般にもよく御了解のやうに，日本精神の勝利であり，又日本
科学の勝利でもあり，結局この不可分なる精神及科学両方の勝利であります。……この精
神と科学とは表裏一体。本来不可分である。その関係といふものは疑う余地がないのであ
ります。で，我々気象事業に従事する者にとりましても，この烈々たる日本精神を我々の
業務に具現したるもの，すなはちそれが測候精神でありまして，これを以て経と致しまし
て，日本気象学の精華であるところの日本の気象技術を以てその緯と致しまして，我が同
僚先輩の手振を学び研究に努め，全気象職員が打つて一丸となつて気象総力の向上充実を
図り，以て国家が我々に希望するところに応へなければならぬと存ずるのであります。
このように，藤原は高級官吏として，「大東亜戦争」を肯定・賛美し，自ら積極的に戦争遂行
に加担し，部下を動員していたのであった。また，藤原は，「日本精神」と科学技術の関係について，
1942 年に記した別の原稿において，次のような国粋主義的な持論を展開している。
今次の戦争において，実に旺盛なる日本精神の発露を見ました。また，精良なる日本兵器の
話も新聞等で毎度拝見いたしました。これ等によつて，皆様は日本精神も日本科学も共に
立派なものであることを御承知でありませう。……先つ日本精神の神髄はわが国体にあり
ます。また天孫降臨の時の御詔勅にあり，それが三種の神器に具現せられてをります。こ
の神器が日本精神と不可分であるといふことは，即ち日本技術が日本精神と不可分である
ことを示すものであります。日本の技術はこの昔の鏡や玉や剣などより出発して，今日の
精密工業や軍需工業その他にまで発達したもので，勿論その間には外国からの学問技術を
吸収してゐるのであります。我が国は上古から実に技術を尊び，これをもつて立つたので
あります（21）。
さらに藤原は，1943 年 8 月 2 日の長野師範学校における講演で，次のように説いている。
ここでは，有能な人材が新兵器の研究・開発に挺身することは当然のこととされており，この
戦争において科学者が果たすべき役割を藤原がどのように認識していたのかをうかがわせる記
述となっている。
……今アメリカを相手とする現在の戦争状態に於ては一億の国民が年寄から子供迄鉄砲を
持つて第一線に立つた所で，それだけでは勝てない。精神は正にさうなくてはならないが，
其精神を以て兵器を作らなくてはいけない。今度の戦争は兵器の戦争であつて，向ふに優
る兵器があれば直ぐ戦果は此方に有利になつて来る。向ふに新しい兵器が出て来るとどん
押されて終ふ，全く兵器の戦争でありますから小銃を取つて第一線に顔を出すと云ふ
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よりも，寧ろその何人か，頭の良い者が一生懸命になつて新しい敵に勝るやうな兵器を工
夫すると云ふ方が，どの位有利であるか，どの位効果的か分からない，国の為に後ろに居
つて立派な兵器を本気になつて発明する。此愛国の精神を以て立派な兵器を考へる事も皇
国の道を貫く所以である。唯身体を苦しめるだけが御奉公じやない，さう云ふことをよく
かみ分けて貰ひたい，今の戦争は頭の戦争で肉体労働の戦争ではなくなつて居ります（22）。
そして，藤原の主張は，戦局の悪化にともない過激さを増していく。藤原は，1943 年 2 月
10 日に「科学の戦士等よガダルカナルの勇士に恥ぢよ」と大書きし，それを台長室に貼って
いたという（23）。また，アッツ島の日本軍守備隊が全滅（5 月 29 日）した直後である，6 月 1
日の気象記念日において藤原は，「大東亜戦争勃発以来，全気象機関は挙げて軍事気象に其の
総力を傾注致して居ると申しても過言ではないと信ずるのであります。此の国家未曾有の非常
時局に巡り会ひ，職を気象官署に奉ずる者，気象を通じて聖戦に貢献し得ることは無上の光栄
であります」などと述べたうえで，次のように呼びかけている（24）。
今や戦は南に北に凄愴なる死闘が連続して居り，欧州の形勢又楽観を許さゞるものがあり
ます。実に国の総力を結集し一億の体当りを以てやりぬくべき秋
とき
であります。もはや戦線
も銃後もありません。殊に気象に関しては然りであります。……如何なる困苦と欠乏にも
屈することなく，日々の業務の完遂は申すに及ばず，更に研究を促進し，粉骨砕身，一寸
でも一分でも敵より先んじた科学と技術とを編み出して，以て用兵作戦に貢献しますよう
切望する次第であります。
部下に「敵より先んじた科学と技術とを編み出して，以て用兵作戦に貢献」せよと要求して
いる点が注目される。ここには，藤原が科学技術や科学者の役割をどのように位置付けていた
のかが端的に示されている。
さらに藤原は，1944 年 2 月 20 日に，「以後ハ総員戦陣ニ在リト心得ベシ」，「執務ハ実効ヲ
尚ビ之ヲ貫クニ愛国心ヲ以テシ形式ニ従ツテ之ヲ整フベシ」，「新タニ快勝ヲ得ル迄ハ宴楽ヲ排
斥ス」などとする「決戦勤務心得」を中央気象台長名で示達している（25）。
だが，戦局は急速に悪化し，1944 年 7 月 1 日にインパール作戦の中止が決定され，7 月 7 日
にはサイパン島守備隊が全滅するにいたって戦争の大勢は決した。サイパン島守備隊の「玉砕」
にあたって，藤原は訓辞を述べたが，そのなかで彼は次のような檄を飛ばしている。
吾
われわれ
々は今，全力を盡
つく
して働く。やがて新しい若い人がどし 出る。恐らく五年とは待た
ない。……吾々老人は生きてゐる内はこの戦争が勝たうとは思はない。只苦しみのみであ
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る。塗炭の苦みを嘗める事は覚悟の前である。三年でも五年でも地下壕に入つて若い有力
な日本人が出るまで，飽
あくまで
迄日本を守り通さなければならない。サイパンに於ても我々の大
事な同僚が多く玉砕した。悲憤の涙を禁じ難いものがある。併し是れから後，硫黄島，父
島，母島等に於ても次々と玉砕するものが出てくることになるかも知れない。誠に辛いが
止むを得ない。飽くまで精神上の苦痛，情誼上の苦痛を耐え忍んで，慌てず，恐れず，大
国難の下最少の人手を以て最上の能率を挙げ，歯を食ひしばつて何年でも抵抗を続け終局
に於てこの戦争を勝ち抜かねばならない（26）。
藤原の主張は，もはや戦争指導者のそれとまったく変らないものになっていた。ここでは，
「老人」が戦争の継続に固執することで，夥しい犠牲を強いて，「次々と玉砕するものが出てく
ること」を「止むを得ない」としている点が注目される。
このような藤原の姿を，彼に近い人物はどのようにみていたのであろうか。哲学者であり，
戦後，幣原喜重郎改造内閣で文部大臣を務めた安倍能
よし
成
しげ
は，次のように記している。
藤原君の著しい一面は愛国者だつたといふことである。この藤原君の愛国心は太平洋戦争
に対しても熱烈に傾けられた。殊に気象観測が戦争に大関係を持つた為，この戦争に対す
る藤原君の勉強と尽
じんすい
瘁は大きなものだつたらしい。今こそ戦争に対して勝手な批評や罵言
は汎濫して居るが，ともかくも国命を賭したこの戦争に，専攻の学問と仕事を通じて一生
懸命な奉公をするくらい，藤原君にとつて自然的な又必然的なことはなかつた。その上，
藤原君の愛国心は相当素撲で一向きな所もあり，この戦争の為に身命を棄てた真面目な軍
人の行動に対しては，真に熱烈な感激と感謝を捧げて居た。一夜或る宴席で，この戦争に
反対で，さういふ世間の喧
やかま
しくほめる行動にも感激の色を見せなかつた岩波〔茂雄〕の態
度に対して，君がかなり激昂したのを見たこともある（27）。
また，中央気象台の後輩・三宅泰雄は，「藤原先生は思想的には，どちらかと言えば，国粋
主義的なにおいがあり，軍閥などに，利用され易い面がないとは言えなかつた。また，自分で
も言われているように，馬鹿正直さの反面，積極的な性格で，これらが，先生の晩年における，
お気の毒な追放事件の原因になつたとも言えよう」，「『アッツ島の勇士を思え』などと自ら大書
して，台長室の壁にはり，蒼白な顔で，夜おそくまで，熱心に執務しておられた先生のことを
思うと――そのころは，そのファナチシズムを内心，馬鹿馬鹿しいなどと，僭越な考えをもた
ぬでもなかつたが――今にして思えば，その熱情と献身に心うたれざるを得ない」（28）と記して
いる。これら藤原の人物評は，アジア太平洋戦争期における彼の姿をよく捉えているといえよう。
以上，アジア太平洋戦争期における藤原の言動をみてきたが，これらを踏まえるならば，藤
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原は登戸研究所の研究・開発に積極的に協力していたであろうことは想像に難くない。海軍
では中央気象台から提案された着想に基づいて風船爆弾の研究を進めていたが（29），そのきっ
かけは，1943 年春に「中央気象台技師荒川秀俊は大気高層の高速偏西風中に自由気球を浮遊
せしめアメリカ本土攻撃する可能性を示唆した。高度 7 ～ 8,000 ｍの定高度を保てば冬季は
約 78％がアメリカ大陸に到達し得ることを，高層偏西風の各月風向風速平均値によって示し
た」（30）ことにあった。海軍における風船爆弾の着想は中央気象台からもたらされたのである（そ
の後，海軍における風船爆弾の研究は陸軍に移管された）。また，表 2 に示したように，藤原
は登戸研究所の業務嘱託であり，また，主務嘱託のなかには 2 名の中央気象台技師の名前を確
認することができる。これは，陸軍における風船爆弾の研究・開発に関連するものではないだ
ろうか。
敗戦直前の 1945 年 6 月になると，陸軍から大本営気象部設置案が提示されたが，藤原は，7
月 19 日の打ち合わせで「陸海軍将官の資格で大本営勤務に参与したいこと」などを主張し，「藤
原は大本営陸海軍参謀部付きとして発令を見た」という（31）。
そして，藤原にとって，日本の敗戦は衝撃であった。彼は，1945 年 8 月 15 日の「玉音放送」
を聴いたときのことを，「嗚呼，噫
ああ
，悲痛極まりなし。涙流れて止まず，辛らうじて嗚咽をこら
へる。……嗚呼，吾等臣民不忠不敏，皇国をして遂に茲に至らしめ，聖慮を悩まし奉る事斯の
如し，嗚呼 罪万死尚償ふなし。十五時全員を集め訓辞。堅く御詔勅を奉戴し，平和新日本の復
興に邁進せむ事を期す」と記しており，また，18 日の出来事については「全員を率ゐて宮城前
に至り御詫びを申上ぐ。泣声を張り上げる，恥かしいが致し方なし」と記している（32）。
だが，敗戦後の藤原は，それまでとは打って変って，冷静な目で先の戦争について再考する
にいたる。そのような認識の変化をもたらした背景には，郷友・岩波茂雄との交流があったと
思われる。岩波は 1946 年 4 月 25 日に死去したが，その告別式（同月 30 日）において，藤原
は岩波について次のように述べている。
戦争中私などは馬鹿正直で，既に始まつた以上やる所までやらねばならぬと云ふ気持だけ
でしたが，岩波さんは支那事変の始まつた頃から大いに当局の行き方に不満を抱かれ，随
分思ひ切つて日本の戦争態度を非難されました。私は戦が始まつた以上国論が分裂するの
はいけないと云ふ考へを堅持し，岩波さんは仮
た と え
令国家としても，正しくなければいけない
と主張せられ，或時は子供等もつれて共に熱海の山を歩きながら，景色も目に入らずに，
議論をし続けました。……結局議論としては私も正義に反抗する筋はないので，果して軍
閥が中華民国等に対して不正なりや否やと云ふ問題へ来て，岩波さんは堅く其の然るを信
じ，私は何等判断の材料がないので，一般国民としては，政府の発表を信ずるより外道な
しと云ふ所に来て物別れになるのでした。而してどうでせう。敗戦後明らかにされた所で
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は，岩波さんの云はれた所が遂に正しく，誠にこの戦は道義上も敗れるべき戦であつたら
しいのです（33）。
藤原は，戦争中においては，自分とは価値観が全く異なる岩波の主張は受け入れられなかっ
たが，敗戦を経て茫然自失となり，そこに追い打ちをかけるように岩波の死に直面し，生前の
岩波の主張を思い起こしたことで認識が揺さぶられ，自らの考えが誤っていたことに気付いた
のである。こうして視野を広げた藤原は，戦争への反省と敗戦後の日本が民主主義国家として
再生していくことへの希望を表明するにいたる。次に示す 1947 年の藤原の記述はそのことを
直截に示している。
日本は敗けた。東京も大阪も，仙台も名古屋も福岡も都市と云ふ都市は，京都，奈良，日
光を残して殆んど全部焼かれた。其焼け灰は終戦一年半の今日にしてまだ仲々片付かない。
……此一年有半の間の新生への過程は，敗戦の悩みでもあるが，また生まれんとする悩み
でもある。何んとなれば，単なる敗戦の苦の外に新しい希望があるからである。文化国家
――もう軍費として莫大の租税を掛けないで済む国家，余力は総て民主的文化的に使用し
得る国家――それが約束されて居るからである。差し当りは吾々が犯した戦争の過誤に対
しての責任を執らなくてはいけない。是を果す為の努力は何を措いても必要である。其の
努力によりて初めて贖罪が認められ，そこに初めて平和条約も与へられ，希望の文化国家
が生まれるのである。此故にこそ吾々は努力するのであるから，敗戦の悩みとは云はず敢
えて「生みの悩み」と云ふのである（34）。
ここには，「吾々」の戦争責任を自覚するとともに，無残な敗戦から平和の価値を見出し，
そのことが，「希望の文化国家」の建設へと意識を発展させていたことがわかる。
さらに藤原は，死去する直前に，『きけ わだつみのこえ』（東京大学協同組合出版部，1949 年）
を読んだ感想を次のように記している。やや長くなるが，引用したい。
……戦争では正直の処，始まつた以上，勝ちたいと一生懸命でしたから，敗けて目が覚めて，
馬鹿だつた事を思い，後輩や国民に対して，深く責任を感じ，骨身のつず
ママ
く限り老躯に鞭
打つて，幾分かでも復興日本，文化日本の建設にお役に立ち，世界の平和，文化に貢献し
たいと思うたのです。それで戦争の悪夢は努めて思い出したくないと思いました。だから戦
争物はどうしても読む気がしなかつたのです。……所が今度この「わだつみの声
ママ
」を与え
られ，つい読みました。……実に一番めの学生さんの云われた，人間の本性を考へて，自
由主義こそ合理的だと思うということに打たれました。……其当時を省みて，私は根本で
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は皇室を尊敬する平民主義，平和主義でありながら，到底此学生さんのようにはつきりと
是非善悪を判釈することをしなかつたのです。二十二才位の此若い学生さんが，本当によ
くも是れだけの事を此当時言われたと，実に驚嘆して恥じ入りました。のみならず，此学
生さんは勝敗も見抜いています。それも形勢からではなく，理義の上からです。また一国
の興亡を些事とも達観しています。全く教えられます。あの頃私には迚
とて
も迚も些事どころか，
重大も ，身命を投げ出して戦う積りでした（35）。
藤原が感銘を受けたのは，『きけ わだつみのこえ』の冒頭に掲載されている上原良司陸軍特
別攻撃隊員（1945 年 5 月 11 日に米機動部隊に突入・戦死。享年，22 歳）の手記であろう。こ
れを読んだ藤原は，戦前，「はつきりと是非善悪を判釈することをしなかつた」ことを告白し，
自らの不明を恥じている。そこには，自分はかつて戦争遂行に熱中して若い世代を戦争に駆り
立てていた側の人間であり，その結果，有為な若者を多数死に追いやってしまったことに対す
る贖罪の意識もあったであろうか。
最後に，この感想のなかで藤原は次のようにも記していることを紹介しておきたい。
……今の国家は昔のばくち打ち等のように体面を強く顧慮したり，間違つたり悪いことを
したりしても何とか言いこしらえて，誤魔化そうとし，決して個人間のように悪かつたと
あやまりません。あやまるのは戦争して敗けた時だけです。これではいけません。国家な
る個体が，もつともつと修養し，隣国を敬愛し，めい の道徳を高めなくては，本当の
平和は得られますまい（36）。
おわりに
最後に，本稿の検討内容を簡潔に整理しておきたい。
まず，アジア太平洋戦争末期に「本土決戦」に備える陸軍中央は，「殺人光線」などの新兵
器の登場を切望していた。だが，登戸研究所を視察した河辺参謀次長が原始的な研究が行われ
ているにすぎないと「失望」したことが象徴しているように，敗戦直前の登戸研究所では「本
土決戦」準備に没頭する参謀本部の期待に応える研究は行われていなかった。
こうした実態は，敗戦時における登戸研究所の科学動員からも裏付けることができる。すな
わち，登戸研究所の「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日）と「部外研究事項調」（敗戦時）にお
ける登戸研究所の記載を比較すると，1945 年中に嘱託研究者が大幅に減少していることが確
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認されることから，同年１月から敗戦までの間に科学動員の〈集中と選択〉や再構成が行われ
ていたことがわかるが，敗戦時における嘱託研究のテーマでは，化学合成ホルモン，携帯口糧，
電波の伝播，超短波基礎
4 4
研究，それに，すでに作戦が終了した風船爆弾が挙げられているに過
ぎなかった。以上の実態は，敗戦時の登戸研究所においては，「本土決戦」に貢献することが
可能な実用性のある新兵器や秘密兵器の研究・開発は行われていなかったことを示している。
また，委託研究においても，携帯口糧などの研究が行われていたに過ぎなかった。
一方で，本稿が明らかにした，「部外研究事項調」に示された登戸研究所の嘱託研究を担当
した科学者・技術者が具体的にどのような研究成果をあげていたのか，そして，それを軍がど
のように活用していたのかについては明らかになっていない。その解明は今後の課題である。
次に，登戸研究所の研究に協力した科学者の「大東亜戦争」観や戦争遂行への協力の実態に
ついては，中央気象台長を務めた藤原咲平を事例として考察した。藤原は，彼の周辺の人物か
ら「愛国者」や国粋主義者とみられるほど熱心に「大東亜戦争」を肯定・賛美して，高級官吏
として戦争遂行に積極的な役割を果たし，戦争末期における彼の主張は戦争指導者のそれと
まったく変わらないものになっていた。また，「日本精神」に基づく科学技術の進展を鼓吹し，
科学技術や科学者が戦争に貢献することを当然視していた。こうした実態に照らせば，藤原は，
登戸研究所における風船爆弾の研究・開発に積極的に協力していたと推察される。
敗戦後，藤原は自らの考えが誤っていたことに気付き，認識を改めるにいたる。このような
認識の変化をもたらした背景には，敗戦によって価値観が突き崩されたことに加え，岩波茂雄
との交流と彼の死去が大きく影響していたと思われる。こうして視野を広げた藤原は，戦争を
反省し，日本が民主主義国家として再出発することに希望を抱くようになった。
本稿で分析した藤原の事例では，さしあたっては，偏狭で自国中心的な「愛国心」に駆られ，
政府に盲従して「はつきりと是非善悪を判釈することをしなかつた」ことが，戦争に協力して
いく一因となっていたといえるのではないだろうか。もちろん原因は単一ではなく，多面的で
あり，本稿における検討以外の要因や背景も存在すると思われることから，今後さらに藤原の
言動を発掘・分析していくことを通じて，検討を深めていく必要がある。
また，今後は，登戸研究所の研究・開発に協力した科学者のうち，〈八木・宇田アンテナ〉
で有名な八木秀次や宇田新太郎，真島正市（37）といった著名な科学者についても，「大東亜戦争」
に対する認識や自身の戦争協力の問題，戦争と科学の問題をどのように考えていたのかについ
て分析するなど，幅広い実態の解明が必要である。その結果を踏まえ，それぞれのケースの比
較・検討を通じて，科学者や技術者が戦争に協力するにいたった理由や背景，それを許してし
まった条件などを具体的に明らかにしていく必要があるだろう。
今後，登戸研究所に関する新しい資料が発掘され，以上に提示した課題を含むより広範な研
究や実態解明が進展することを期待して本稿を終えることにしたい。
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〔注〕
（１）陸軍兵器行政本部「陸軍技術研究所之部」（1945 年８月 31 日），防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所
蔵。この資料は，現在，アジア歴史資料センターウェブページから閲覧が可能である（レファレンスコード : 
C15010302000。これは，本稿で引用した第九陸軍技術研究所の記載部分のみである）。また，この資料を最初に
紹介したのは，木下健蔵『消された秘密戦研究所』（信濃毎日新聞社，1994 年）であり（313 ～ 315 頁），同「長野
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研究所資料館 館報』第２号，2016 年９月 30 日）でも再掲されている（５～６頁）。
 　なお，この表とほぼ同じものが，厚生省引揚援護局資料室『終戦前後に於ける陸軍兵器行政の概要』（1957 年３月。
防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵）に示されており，それが伴繁雄『陸軍登戸研究所の真実』（芙蓉
書房出版，2001 年）に掲載されている（195 頁）。
（２）参謀本部第１部長宮崎周一中将『作戦及兵備綴』所収，防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵。この資
料を作成した「大陸第一課」とは，『作戦及兵備綴』の目次にこの資料の作成主体がカッコ書きで「教育総監部第
一課」と記されているので，大本営陸軍部第１部第１課（演習課。教育総監部第１部第１課を兼ねる）のことで
ある。なお，この資料は，アジア歴史資料センターウェブページから閲覧が可能である（レファレンスコード：
C14061055600）。
（３）元陸軍大佐斉藤有「特殊兵器研究の全貌」，日本兵器工業会編『陸戦兵器総覧』（図書出版社，1977 年）714 ～ 727 頁。
（４）「河辺虎四郎参謀次長日誌」２分冊の１（1945 年４月７日～７月 25 日）1945 年６月 15 日の条。防衛省防衛研究
所戦史研究センター史料室所蔵。
（５）軍事史学会編『大本営陸軍部作戦部長 宮崎周一中将日誌』（錦正社，2003 年）166 ～ 167 頁（1945 年６月 15 日の条）。
（６）吉見義明／松野誠也編・解説『毒ガス戦関係資料Ⅱ』（不二出版，1997 年）資料 16・資料 17。
（７）三宅宏司「科学研究者（甲表）及び研究嘱託名簿 第二次世界大戦における陸軍の科学技術に関与した研究者一覧」，
日本産業技術史学会編『技術と文明』13 巻１号，2002 年。
（８）前掲『陸軍登戸研究所の真実』27 ～ 28 頁。
（９）この資料は，防衛庁防衛研究所（当時）が製本した「昭和二十・八 調査参考資料 陸軍技術研究所関係」と題
する冊子に収められている。防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵。現在，アジア歴史資料センター
ウェブページから閲覧が可能である（レファレンスコード：C15010491500，C15010491600，C15010491700，
C15010491800）。なお，この資料の全体像については，拙稿「資料紹介 陸軍兵器行政本部『昭和二十年度 部外
研究事項調』」（『科学史研究』第Ⅲ期第 56 巻第 282 号，2017 年７月）を参照されたい。
（10）陸軍兵器行政本部「陸軍兵器行政本部研究，審査，制式及調査業務規定」1943 年６月１日，防衛省防衛研究所
戦史研究センター史料室所蔵。この資料は，防衛研究所図書館（当時）が製本した「昭和十八．六～二十．四 第十
陸軍技術研究所諸規定」と題する小冊子に収められている。また，この資料はアジア歴史資料センターウェブペー
ジから閲覧が可能である（レファレンスコード：C12122018100）。
（11）同前。
（12）元陸軍少将草場季喜「風船爆弾による米本土攻撃」，前掲『陸戦兵器総覧』529 頁。
（13）例えば，和達清夫・高橋浩一郎・根本順吉編著『お天気博士 藤原咲平』（日本放送協会，1982 年），根本順吉『渦・
雲・人 藤原咲平伝』（筑摩書房，1985 年）がある。特に，前者においては，藤原が戦争遂行に積極的に協力して
いた実態についての言及はほとんどみられない。
（14）第六陸軍技術研究所「研究嘱託名簿」（1945 年１月１日），前掲『毒ガス戦関係資料Ⅱ』資料 16。
（15）前掲『渦・雲・人 藤原咲平伝』209 頁。
（16）藤原と永田の関係については，荒川秀俊「永田鉄山中将と藤原咲平先生」（『日本歴史』第 240 号，1968 年）を参
照のこと。
（17）「座談会 肉親に聞く〔藤原咲平〕先生への追憶」，信濃教育会『信濃教育』第 923 号，1963 年 10 月。
（18）気象庁編『気象百年史』（気象庁，1975 年）211 頁。
（19）「大東亜戦争戦捷第一次祝賀式挙行」，中央気象台『測候時報』第 13 巻第２号，1942 年２月 15 日。国立国会図
書館所蔵。
（20）藤原咲平「昭和十七年気象記念日における式辞」，中央気象台『測候時報』第 14 巻第５号，1943 年５月 15 日。
国立国会図書館所蔵。
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（28）三宅泰雄「藤原先生の科学的業績」，同前。
（29）前掲「風船爆弾による米本土攻撃」，前掲『陸戦兵器総覧』530 頁。
（30）前掲『気象百年史』213 頁。
（31）同前 216 ～ 217 頁。
（32）藤原咲平『生みの悩み』（蓼科書房，1947 年）２～３頁。
（33）藤原咲平『群渦 気象四十年』（羽田書店，1950 年）258 ～ 259 頁。
（34）前掲『生みの悩み』１～２頁。
（35）藤原咲平「平和への希い」，東大協同組合出版部編『わだつみのこえに応える―日本の良心―』（東大協同組合出
版部，1950 年）１～２頁。
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Development in the Japanese Imperial Army 9th Military Laboratory
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Summary
Based on the research and development at the Japanese Imperial Army 9th Military 
Laboratory (“Noborito Laboratory”) at the end of the Asia Pacific War (WWII), this paper 
elucidates the names and research themes of scientists and engineers from new document. 
This document is a summary of research by outsourced scientists and engineers entrusted 
by the Ordnance Administration Headquarters of the Japanese Imperial Army in 1945. 
Immediately before Japan was defeated in the war, the Imperial Japanese Army General 
Staff Office (“Sanbo Honbu”) was expecting the emergence of the new weapons developed 
by this laboratory in preparation for the “Battles on Mainland Japan” (“the Hondo Kessen”). 
However, at that time, no research was being conducted that was up to the expectations of 
the Imperial Japanese Army General Staff Office. The General Staff Office was the absorbed 
in the preparations for the “Battles on Mainland Japan” (“the Hondo Kessen”).
Taking the case of the researcher Sakuhei Fujiwara, who was involved in the 
development of the Japanese Paper Balloon Bomb, as an example, this paper examines his 
view of the “Great East Asia War” and his cooperation in the execution of the war, while 
attempting to identify how he perceived the role of scientists and technology in it. This 
paper analyzed the reason and background behind the change of his perceptions after the 
defeat of Japan. Based on his words and actions discussed in this paper, this paper suggests 
that he was driven by a narrow-minded chauvinistic nationalism to blindly follow the 
government and that this was one of the factors that led him to cooperate during the war.
Keywords: military mobilization of science, war cooperation of scientists and engineers, war 
and science, the Japanese Paper Balloon Bomb, Sakuhei Fujiwara
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